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わ た し ま ちの し ろ 市 議 会 だ よ り 一 般 質 問 わ た し ま ちの し ろ 市 議 会 だ よ り

６ 月 定 例 会 審 議 結 果 一 覧
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移
住
・
定
住
に
向
け
た
本
市
の
取
組

　
　人
口
減
少
が
加
速
す
る
本
市
に
お
い
て
、
移
住
だ
け
で

は
な
く
定
住
支
援
に
向
け
た
取
組
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

相
談
窓
口
の
設
置
の
効
果
、
移
住
希
望
者
へ
の
情
報
発
信
は

充
実
し
て
い
る
か
。

　
　
相
談
窓
口
「
の
し
ろ
暮
ら
す
」
を
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
能
代

へ
開
設
し
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
環
境
を
整
え
た
こ
と
に
よ

り
相
談
件
数
が
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、
一
定
の
効
果
が
あ

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
移
住
定
住
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
配
布
や
移
住
フ
ェ
ア
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
等
に
よ
り
地
域
の

暮
ら
し
や
魅
力
を
継
続
的
に
発
信
し
て
お
り
、
移
住
・
定
住

の
促
進
に
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

中
心
市
街
地
・
商
店
街
の
活
性
化

　
　中
心
市
街
地
・
商
店
街
は
本
市
の
顔
で
あ
り
、
そ
の
再

生
は
地
域
経
済
の
活
性
化
及
び
市
民
生
活
の
向
上
に
直
結
す

る
課
題
で
あ
る
。
空
き
店
舗
対
策
、
出
店
促
進
、
魅
力
向
上

に
向
け
、
ど
の
よ
う
な
取
組
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
の
し
ろ
の
商
い
支
援
補
助
金
に
よ
る
商
店
街
等
へ
の

支
援
の
ほ
か
、
次
世
代
商
店
主
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
や
空
き

店
舗
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
補
助
金
に
よ
る
中
心
市
街
地
等
の

出
店
・
開
業
支
援
、
ま
ち
の
魅
力
発
見
発
掘
発
信
事
業
に

よ
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
活
用
し
た
情
報
発
信
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
や
交
流
拠
点
Ｃ
ｏ
ｃ
ｏ 

Ｗ
ａ
運
営
・
イ
ベ
ン

ト
支
援
な
ど
、
多
角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
よ
る
本
市
の
取
組

〇
恋
文
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
進
捗
状
況

〇
ナ
フ
サ
供
給
不
足
が
地
域
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
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鍋
谷
市
長
の
掲
げ
る
新
し
い
時
代
の
市
政
運
営

　
　市
長
は
市
議
会
議
員
時
代
や
市
長
選
挙
を
通
じ
、
高
校

魅
力
化
へ
の
大
き
な
期
待
と
提
言
を
図
っ
て
こ
ら
れ
た
が
、

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
高
校
魅
力
化
推
進

事
業
に
期
待
す
る
こ
と
は
何
か
。

　
　
市
外
へ
の
生
徒
流
出
や
高
校
の
定
員
割
れ
が
続
く
こ
と

は
、
高
校
の
存
続
だ
け
で
な
く
、
将
来
の
地
域
社
会
や
経
済

に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
地
域
全
体
の
課
題

と
し
て
認
識
し
て
い
る
。
学
校
や
地
域
、
企
業
等
が
一
体
と

な
っ
て
高
校
魅
力
化
を
進
め
、
特
徴
的
な
地
域
資
源
を
う
ま

く
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
郷
土
愛
を
育
み
、
将
来
能
代
に
戻

っ
て
き
た
い
と
思
う
若
者
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

児
童
生
徒
の
熱
中
症
対
策
の
考
え
方
は

　
　熱
中
症
は
重
症
化
す
る
と
命
に
関
わ
る
危
険
な
状
態
に

な
る
。
子
ど
も
は
体
温
調
節
機
能
が
十
分
発
達
し
て
い
な
い

こ
と
も
あ
り
、
熱
中
症
に
な
り
や
す
い
た
め
注
意
が
必
要
と

な
る
が
、
児
童
生
徒
の
熱
中
症
へ
の
対
策
は
。

　
　
児
童
生
徒
の
健
康
と
安
全
を
第
一
に
考
え
、
教
室
等
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
の
ほ
か
、
校
内
に
熱
中
症
指
数
計
を
整
備

し
、
危
険
性
が
高
い
場
合
に
は
授
業
や
部
活
動
、
外
遊
び
等

の
活
動
を
制
限
し
て
い
る
。
ま
た
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
活

用
し
た
指
導
や
、
熱
中
症
の
予
防
が
特
に
必
要
な
際
は
、
緊

急
指
示
を
発
出
し
、
注
意
喚
起
を
行
う
な
ど
、
学
校
教
育
活

動
に
お
け
る
熱
中
症
事
故
の
防
止
に
努
め
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
市
長
が
最
優
先
に
取
り
組
む
施
策
は

〇
市
防
災
ア
プ
リ
が
有
効
活
用
さ
れ
る
た
め
に
は

〇
高
齢
者
や
要
支
援
者
の
熱
中
症
対
策
の
考
え
方

企
業
誘
致
に
お
け
る
能
代
市
の
強
み
は
何
か

　
　企
業
誘
致
に
あ
た
り
、
オ
フ
ィ
ス
料
は
東
京
都
や
東
北

を
代
表
す
る
宮
城
県
と
比
較
し
て
も
安
価
で
あ
る
が
、
距
離

の
遠
さ
や
人
材
確
保
の
難
し
さ
が
能
代
市
に
は
あ
る
。
そ
の

う
え
で
ど
の
よ
う
な
点
を
強
み
と
し
て
誘
致
す
る
か
。

　
　
国
内
最
大
級
の
風
力
発
電
を
は
じ
め
と
す
る
豊
富
な
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
の
ほ
か
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
能
代
ロ
ケ
ッ

ト
実
験
場
や
県
立
大
学
木
材
高
度
加
工
研
究
所
等
の
大
学
・

研
究
機
関
と
の
連
携
基
盤
、
能
代
港
と
高
速
道
路
に
よ
る
物

流
網
が
強
み
と
考
え
る
。
ま
た
、
新
産
業
団
地
で
は
Ｇ
Ｘ
戦

略
地
域
の
最
終
選
定
に
向
け
取
り
組
ん
で
お
り
、
独
自
の
強

み
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
企
業
誘
致
を
進
め
て
い
き
た
い
。

若
者
に
選
ば
れ
る
希
望
溢
れ
る
能
代

　
　ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
や
性
別
に
よ
る
差
別
・

偏
見
等
を
ど
の
世
代
・
性
別
が
、
い
つ
・
ど
こ
で
経
験
し
て

い
る
か
、
よ
り
具
体
的
な
実
態
に
迫
る
定
量
的
調
査
に
取
り

組
む
考
え
は
。

　
　「
若
者
井
戸
端
会
議
」
や
男
女
共
同
参
画
推
進
講
座
を

通
じ
、
固
定
的
な
性
別
役
割
意
識
や
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ

イ
ア
ス
に
関
す
る
定
性
的
な
実
態
把
握
の
機
会
を
設
け
て
き

た
。
現
在
、「
若
者
・
女
性
に
選
ば
れ
る
地
域
づ
く
り
」
を

目
指
す
「
の
し
ろ
Ｒ
ｅ
：
創
チ
ー
ム
」
で
部
局
横
断
的
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
定
量
的
調
査
に
つ
い
て
も
先
進
事
例
等
を

参
考
に
し
て
実
施
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
鍋
谷
市
政
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
は
何
か

○
企
業
誘
致
に
か
か
る
地
場
企
業
へ
の
支
援
策
は

○
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
在
り
方
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■問■答■問■答

■問■答■問■答

■問■答■問■答

  能代市行政手続における特定の個人を識別するための
 
46
 番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及 

可決 〇 〇  〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇
  び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正につい
  て

 47 能代市印鑑条例の一部改正について 可決 〇 〇  〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

 48 能代市介護保険条例の一部改正について 可決 〇 〇  〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

 
49
 文化会館自家発電設備等改修工事の請負契約の変更に 

可決 〇 〇  〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
  ついて

 50 あらたに生じた土地の確認について 可決 〇 〇  〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

 51 字の区域の変更について 可決 〇 〇  〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

 
52
 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関

  する条例の一部改正について 
可決 〇 〇  〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

 
53
 能代市水道事業等及び下水道事業の設置等に関する条

  例の一部改正について 
可決 〇 〇  〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

 
54
 能代河畔公園水と階段の広場改修工事の請負契約につ 

可決 〇 〇  〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
  いて

 55 令和８年度能代市一般会計補正予算 可決 〇 〇  〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

 56 令和８年度能代市鶴形財産区特別会計補正予算 可決 〇 〇  〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

 57 令和８年度能代市国民健康保険特別会計補正予算 可決 〇 〇  〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

 58 令和８年度能代市介護保険特別会計補正予算 可決 〇 〇  〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

 59 副市長の選任について 同意 〇 〇  〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

 60 監査委員の選任について 同意 〇 〇   〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

 61 鶴形財産区管理委員の選任について 同意 〇 〇  〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

 62 檜山財産区管理委員の選任について 同意 〇 〇  〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

 　 最高裁判決に基づきすべての生活保護利用者に対する 
継続

 陳1 速やかな被害回復措置を求める意見書提出について 
審査

 〇 〇  〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ●
  ※注

  ツキノワグマの市街地への出没増加対策の財源として、
  森林環境譲与税の積極的活用を検討することを求める 
  ことについて
　

  　　項目１．能代市の森林環境譲与税の使途として、
  　　　　　　林野庁の例示を参考に、積極的にツキノ 

不採択 ● ●  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇 〇 ● ●
 
陳2
 　　　　　　ワグマの市街不採択地への出没対策の財

  　　　　　　源として検討すること
　

  　　項目２．森林環境整備の名目で可能な里山整備や
  　　　　　　人材育成を通して、間接的にツキノワグ 
  　　　　　　マ対策につながる長期的な計画を策定し、 不採択 ● ●  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ●
  　　　　　　今後も森林環境譲与税を財源として積極
  　　　　　　的に活用すること
　

 陳3 非核三原則の堅持を求める意見書提出について 採択 〇 〇  〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

 議2 非核三原則の堅持を求める意見書提出について 可決 〇 〇  〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※注　陳1は継続審査とすることに対する賛否の態度です。

除斥・・・議案審議の公正を期すため、その議案と利害関係のある議員は審議に参加できないという制度です。

※議長は可否が同数の場合以外は採決に加わりません。


